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お
陰
様
で
、
弊
社
は
今
年
で
創
業
四
十
年
と
い
う
大
き
な
節
目
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

　
こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
こ
れ
ま
で
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
お
客
様
な
ら
び
に
関
係
各
位
の
皆
様
の
ご
支
援
、

ご
愛
顧
の
賜
物
で
あ
り
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
四
十
年
前
の
創
業
当
時
、私
は
ま
だ
小
学
生
で
し
た
が
、創
業
者
で
あ
る
父
（
三
塚
）
が
一
人
で
会
社
を

立
ち
上
げ
、文
字
通
り
寝
る
間
を
惜
し
ん
で
働
い
て
い
た
姿
は
、今
で
も
鮮
明
に
記
憶
に
残
っ
て
い
ま
す
。 

　
当
時
は
現
在
の
よ
う
に
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
も
な
く
、
資
料
作
成
か
ら
営
業
、
研
修
運
営
に
至
る
ま
で
、

す
べ
て
を
一
人
で
担
っ
て
い
ま
し
た
。
連
日
の
出
張
の
中
、
電
車
の
つ
り
革
を
握
っ
た
ま
ま
眠
り
込
み
、

気
が
付
く
と
目
的
地
を
過
ぎ
て
い
た
と
い
う
話
も
、
よ
く
聞
か
さ
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
家
族
で
夕
食
を
囲
も
う
と
し
て
い
た
あ
る
日
、
一
本
の
電
話
が
入
り
ま
し
た
。
電
話
を
受
け
た

父
は
「
何
？
　
○
○
訓
練
生
が
脱
走
し
た
？
」
と
い
う
言
葉
を
残
し
、
食
事
も
そ
こ
そ
こ
に
片
道
九
十
分

の
研
修
会
場
へ
と
向
か
っ
て
い
き
ま
し
た
。
研
修
中
の
受
講
者
に
関
す
る
緊
急
連
絡
だ
っ
た
よ
う
で
す

が
、
そ
の
姿
を
目
の
当
た
り
に
し
な
が
ら
、
幼
い
な
が
ら
に
「
研
修
と
い
う
仕
事
は
、
人
の
人
生
や
成
長

に
深
く
関
わ
る
責
任
あ
る
仕
事
な
の
だ
」
と
感
じ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。 

　
創
業
か
ら
四
十
年
。
社
会
環
境
や
働
き
方
は
大
き
く
変
化
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
人
の
成
長
が
組
織
の

成
長
に
つ
な
が
り
、
そ
の
先
に
企
業
や
地
域
の
発
展
が
あ
る
と
い
う
私
た
ち
の
想
い
は
、
創
業
当
時
か
ら

変
わ
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。 

　
こ
の
た
び
四
十
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、日
頃
の
感
謝
の
気
持
ち
を
形
に
す
べ
く
、記
念
企
画
の
実
施

と
新
た
な
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
し
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
多
く
の
お
客
様
と
歩
む
中
で
い
た
だ
い
た
ご
要

望
や
課
題
を
も
と
に
、今
の
時
代
に
求
め
ら
れ
る
学
び
と
気
づ
き
を
ご
提
供
で
き
る
内
容
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。詳
細
は
別
紙
に
て
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
活
用
い
た
だ
け
ま
し
た
ら
幸
い
で
す
。 

　
四
十
年
と
い
う
歴
史
は
、
単
に
過
去
を
振
り
返
る
た
め
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま
で
積
み
重

ね
て
き
た
経
験
を
礎
に
、
こ
れ
か
ら
の
十
年
、
三
十
年
先
を
見
据
え
な
が
ら
、
よ
り
一
層
お
客
様
の
お
役

に
立
て
る
人
財
育
成
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

　
今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
、
ご
愛
顧
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
「
創
業
四
十
年
」

講師の独り言 講師 
佐藤　晃樹

「言葉の豊かさを大切にしたい」
　新入社員研修を担当していると、
最近気になることがあります。それ
は「やつ」という言葉を安易に使
う場面が増えていることです。 
「こういうやつです」「前に話した
やつです」など、本人に悪気はな
く、日常会話の延長として使ってい
るのでしょうが、ビジネスの場面で
は少し気になります。本来であれば
「資料」「案件」「事例」「担当
者」など、その対象にふさわしい言
葉があります。適切な言葉を選ぶこ
とで、相手に正確に伝わるだけでな
く、相手への敬意も表すことができ
ます。 
　このような傾向の背景には、読書
等豊富な語彙に触れる機会の減少

や、テレビやインターネットの影響
もあるのかもしれません。芸能人
や著名人でも「やつ」という言葉
を使っている場面を、以前に比べる
と目にする機会が多くなりまし
た。日常的に使う言葉は広まりや
すく、知らず知らずのうちに私たち
の会話にも入り込んできます。 
　しかし、日本語には本来、世界
に誇れるほど豊かな表現がありま
す。例えば、一日の終わりを表すだ
けでも、「日が沈む」「日が落ち
る」という言い方がありますし、
「くれなずむ」という言葉には、
沈みきらない夕日が空に余韻を残
す情景まで込められています。同じ
出来事を表していても、選ぶ言葉に

よって伝わる景色や感情は大きく変
わるのです。 
　言葉は単なる情報伝達の道具で
はありません。自分の考えを表現
し、相手との関係を築き、文化を
受け継ぐ大切な財産です。便利な言
葉だけで済ませるのではなく、
「もっと相応しい表現はないだろ
うか」と考える習慣を持つことで、
表現力は確実に磨かれていきます。 
　新入社員に限らず、私たち自身も
日々の言葉遣いを見直したいもの
です。豊かな日本語に触れ、その魅
力を味わいながら言葉を選ぶ。そ
の積み重ねが、より良いコミュニ
ケーションと、相手を思いやる心
につながるのではないでしょうか。

日々是精進
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　近年、多くの企業で1on1ミー
ティング（以下、1on1と記す）を
導入する動きが広がっています。 
　1on1とは、上司と部下が1対1で
定期的に行う対話のことで、人事
評価の場ではなく「部下の成長促
進」「信頼関係の構築」「モチベー
ション向上」を目的とし、週1回か
ら月1回程度の頻度で実施されま
す。しかし、研修や企業訪問の際に
「制度はあるが機能していない」
「雑談で終わってしまう」「部下
が本音を話してくれない」といった
相談を受ける機会が増えています。 
　一方で、1on1を継続的に運用で
きている企業では、「会社への信
頼感が高まった」「自分の成長を
実感できる」「上司に相談しやす
くなった」という声が多く聞か
れ、その結果、エンゲージメントの

向上や主体的な行動につながって
いるケースも少なくありません。 
　では、なぜ同じ1on1でも成果に
差が生まれるのでしょうか。その
大きな理由は、「制度を作るこ
と」と「運用すること」は別だか
らです。面談日程を設定するだけで
なく、実施頻度のルール化や報告
書の提出など、仕組みづくりは多
くの企業で進んでいます。しかし、
それだけでは十分ではありませ
ん。上司側に必要なスキルやマイ
ンドが備わっていなければ、単な
る業務報告の場や、「実施した」
という実績づくりのためだけの形
骸化した面談になってしまいます。 
　本来、1on1は部下の悩みを解決
するためだけの場ではありませ
ん。上司と部下がお互いの考えや
期待、仕事に対する認識をすり合

わせ、「目指す方向」を共有する
ための対話の場です。その中で、部
下が抱える悩みや課題を整理し、
自ら解決策を考えられるよう支援し
ていくことが重要です。上司が答え
を与えるのではなく、対話を通じ
て気づきを促し、成長を後押しす
ることが1on1の本来の役割といえ
るでしょう。 
　そのためには管理職自身が1on1
の目的を正しく理解し、傾聴や質
問、承認といったコミュニケー
ションスキルを身につける必要が
あります。制度を整えるだけでな
く、「何のために行うのか」を組
織全体で共有し、管理職のスキル
向上を図ることで、1on1は社員の
エンゲージメント向上と成長を支え
る大きな力となります。運用でお困
りの方はご相談下さい。（鈴木）

〒989-3128 仙台市青葉区愛子中央3-16-2 
TEL:022-392-5511　FAX:022-392-5039 
E-mail:kensyu@business-k.co.jp 
スタッフブログは右のＱＲコードからどうぞ！▶︎

　弊社研修講師が、今伝えたいテーマを厳
選！短時間で学べる特別プログラムを、40周
年特別価格でご提供します。 
例えばこんなテーマ！ 
□理想的な事業継承とは（60分） 
□商品を売らずに選ばれる営業（90分） 
□コーチングの基本（120分） 
□危機管理の心構え（120分）  
このほか多数テーマをご用意しています。 
※通常価格より20～30％OFF！

創業40周年企画
研修講師が企画した 
特別企画を特別価格でご提供

心に、ガツンとくる体験を。グッとくる経験へ。 

ビジネス教育訓練所株式会社

上司も部下も感じてる「この1on1、意味があるのかな…？」 

制度だけでは機能しない、1on1成功の鍵とは

■１０月までの研修日程※参加希望の方は事前にお問合せ下さい。 
◯ビジネス特訓４日間合宿…　７月１４日（火）～　７月１７日（金）延長あり 
◯管理者特訓６日間合宿　…　７月１４日（火）～　７月１９日（日）延長あり 
◯ビジネス特訓４日間合宿…　９月１０日（木）～　９月１３日（日）延長あり 
◯管理者特訓６日間合宿　…　９月１０日（木）～　９月１５日（火）延長あり 
◯営業マン特訓５日間合宿…１０月　２日（金）～１０月　６日（火）延長あり 
◯営業マン実践３日間合宿…１０月２０日（火）～１０月２２日（木）延長なし 
◯管理者実践４日間合宿　…１０月２０日（火）～１０月２３日（金）延長なし

■編集後記／講師の仕事をしていると、様々な参加者に出逢います。性格や
考え方、経験が重なり、誰一人同じ人はいません。研修の課題で優劣がつく
こともありますが、そもそも人は異なる存在です。他人と比較して一喜一憂
するより、ありのままの自分を受け止め、他人を認められる感性を養う
「場」を作っていきたい。参加者の皆様がワクワクする未来を描き、前向き
な一歩を踏み出せるお手伝いをしたいと考える今日この頃です。（吉田）

現状を打破し挑戦する人材へ 
中堅社員実践３日間合宿！

40th
人と組織の成長を、これからも。

Anniversary
おかげさまで、当社は創業40周年を迎えます。 
感謝の気持ちを込めて、特別企画を用意しました。

企画 
１

　これからの組織を支える中堅社員が、自ら考え、行
動し、成果を生み出す力を磨く３日間。陥りがちな悪
習に気づき、中核人材としての役割を再認識し自身の
キャリアと組織の未来を考える時間を提供します。

詳細は案内のチラシをご覧下さい

日程は10月27日(火)～29日(木)詳細はチラシをご覧下さい

企画 
2
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